


      

　
中
辺
路
町
近
露
の
野
長
瀬
家
に
は
、
中
世
か

ら
現
代
ま
で
の
文
書
資
料
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

　
野
長
瀬
家
は
中
世
以
来
の
豪
族
で
、
南
北
朝

期
に
は
大
塔
宮
の
熊
野
落
ち
を
助
け
た
人
物(

野

長
瀬
六
郎
・
七
郎)

と
し
て
『
太
平
記
』
に
も
登

場
し
ま
す
し
、
功
績
に
よ
り
後
村
上
天
皇
か
ら

綸
旨
（
写
真
１
）
を
下
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
に

は
中
世
以
来
の
一
族
の
墓
も
あ
り
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
、
地
士
・
大
庄
屋
と
し
て
、
苗
字
帯

刀
を
許
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

熊
野
参
詣
道
往
来
者
の
資
料
　 

　
「
近
露
」
は
、
古
代
か
ら
の
熊
野
三
山
参
詣

道
に
沿
っ
た
村
で
、
村
内
に
は
熊
野
九
十
九
王

子
社
の
一
つ
で
あ
る
近
露
王
子
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
近
世
に
は
伝
馬
所
が
あ
り
、
参
詣
者
の

た
め
の
茶
店
や
宿
屋
な
ど
も
あ
る
街
道
の
要
衝

で
し
た
。 

　
熊
野
三
山
に
は
、
上
皇
や
貴
族
か
ら
庶
民
ま

で
、
様
々
な
階
層
の
人
々
が
参
詣
し
ま
し
た
が
、

こ
こ
で
ご
紹
介
す
る
の
は
、
江
戸
時
代
の
紀
州

藩
主
と
聖
護
院
宮
（
門
跡
）
の
通
行
に
関
す
る

文
書
で
す
。
特
に
聖
護
院
宮
は
、
当
時
熊
野
三

山
検
校
と
い
う
職
に
あ
り
、
熊
野
三
山
と
の
関

係
も
深
く
、
た
び
た
び
熊
野
へ
赴
い
て
い
た
よ

う
で
す
。
聖
護
院
宮
は
熊
野
へ
の
往
来
時
に
、

近
露
で
は
野
長
瀬
家
や
見
松
寺
（
写
真
３
の
文

書
中
に
は
見
性
寺
と
あ
り
）
を
本
陣
と
し
て
宿

泊
し
て
い
ま
し
た
が
、 

宝
暦
七
（
一
七
五
七 

） 

      

年
の
文
書
に
は
、
聖
護
院
宮
宿
泊
時
に
、
野
長

瀬
家
当
主
が
御
目
見
（
ご
挨
拶
）
し
、
代
々
伝

わ
る
綸
旨
と
色
紙
を
お
見
せ
し
た
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
紀
州
藩
藩
主
で
は
初
代
頼
宣
・

六
代
宗
直
・
八
代
重
倫
・
十
代
治
宝
が
参
詣
や

湯
治
で
熊
野
へ
赴
い
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
関

し
て
は
、
写
真
２
の
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年

の
殿
様
（
十
代
治
宝
）
御
通
行
時
に
お
目
見
え

を
願
う
文
書
（
こ
れ
は
代
官
へ
の
提
出
文
書
の

控
）
が
残
っ
て
い
ま
す
。
代
々
の
当
主
は
こ
の

よ
う
な｢
御
通
行｣

時
に
は
お
目
見
え
を
願
い
、

伝
来
の
品
（
綸
旨
等
）
を
お
見
せ
し
て
い
た
よ

う
で
す
。 

　
写
真
３
は
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
の
聖
護

院
宮
ご
通
行
・
ご
宿
泊
の
際
の
経
過
一
切
を
記

録
し
た
帳
面
で
、
事
前
の
手
は
ず
か
ら
お
迎
え
・

実
際
の
お
目
見
え
・
お
見
送
り
・
役
人
へ
の
挨

拶
・
当
日
の
服
装
等
に
い
た
る
ま
で
の
細
々
と

し
た
こ
と
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、

当
主
で
あ
る
野
長
瀬
六
郎
は
十
七
歳
と
い
う
こ

と
で
、
身
近
に
教
え
て
く
れ
る
人
も
な
く
、
な

れ
な
い
こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
で
苦
労
し
た

の
で
し
ょ
う
が
、
「
若
年
」
と
い
う
こ
と
で
様
々

な
役
人
の
助
け
を
得
て
、
無
事
に
役
目
を
は
た

し
、
お
目
見
え
も
済
ま
せ
て
い
ま
す
。
こ
の
帳

面
の
最
後
に
「
こ
の
記
録
を
子
孫
に
伝
え
る
、

（
後
々
の
参
考
と
し
て
）
大
切
な
宝
と
せ
よ
」

と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
初
め
て

の
大
き
な
経
験
を
記
録
に
残
す
こ
と
で
、
子
孫

が
同
様
の
場
面
で
二
度
と
惑
わ
な
い
よ
う
に
と

の
配
慮
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
帳
面
上

に
も
度
々
出
て
き
ま
す
が
、
当
時
は
万
事
「
前

例
に
よ
る
」
で
、
必
ず
「
前
例
」
を
示
す
こ
と

が
必
要
で
し
た
。
そ
の
た
め
に
も
、
こ
の
よ
う

な
記
録
を
後
世
に
残
す
こ
と
は
重
要
で
あ
っ
た

の
で
す
。 

　
野
長
瀬
家
の
近
世
文
書
は
、
殿
様
や
聖
護
院

宮
通
行
の
資
料
が
中
心
で
、
当
時
活
発
に
行
わ

れ
て
い
た
庶
民
の
参
詣
に
関
す
る
資
料
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
熊
野
古
道
・
熊
野
街
道
を

研
究
す
る
上
で
は
、
大
変
重
要
な
資
料
と
な
る

も
の
な
の
で
す
。 

 

百
年
前
の
ハ
ガ
キ 

　
近
現
代
の
野
長
瀬
家
文
書
の
中
に
も
、
興
味

深
い
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、

表
紙
に
写
真
を
掲
載
し
ま
し
た
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
か
ら
近
露
へ
送
ら
れ
て
来
た
ハ
ガ
キ
類
（
写

真
は
一
部
）
で
す
。
こ
れ
ら
は
明
治
三
十
五
年

か
ら
同
四
十
年
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
す
が
、

表
紙
掲
載
写
真
の
中
に
は
、
ち
ょ
う
ど
百
年
前

の
一
九
〇
三
（
明
治
三
十
六
）
年
の
消
印
が
押

さ
れ
て
い
る
絵
ハ
ガ
キ
が
見
え
ま
す
。
こ
れ
に

は
、
当
時
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
町
の
写
真

が
使
わ
れ
「
時
計
屋
鉄
砲
屋
の
多
い
繁
華
街
で
、

日
本
人
支
配
人
の
店
も
あ
る
」
と
、
こ
の
写
真

の
説
明
も
添
書
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
ハ
ガ
キ
に
は
、
当
時
の
町
や
建

物
・
人
々
・
風
俗
等
が
わ
か
る
よ
う
な
絵
ハ
ガ

キ
を
使
っ
た
も
の
が
多
く
あ
り
ま
す
。
現
在
の

我
々
が
見
て
も
興
味
深
く
思
う
こ
れ
ら
の
ハ
ガ

キ
は
、
当
時
の
近
露
の
人
々
に
と
っ
て
、
ど
ん

な
に
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。 

 

              

　
備
前
国
吉
永
保
伍
分
壱 

　
地
頭
職
為
勲
功
賞
可
令 

　
知
行
者 

　
天
気
如
此
悉
之
以
状 

　
　
　
正
平
三
年
八
月
七
日
　
左
少
弁
（
花
押
） 

　
近
露
六
郎
館 

          ｢

　
　
　
寛
政
六
年
寅
十
月 

　
殿
様
熊
野
江
被
為 

　
成
候
節
　
御
目
見
願
書
控 

　
　
　
　
　
　
　
　
野
長
瀬
弁
右
衛
門 

　
　
　
　
　
　
　
　
同
　
　
　
半
三
郎
　｣ 
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野

長

瀬

家

文

書

 
収
蔵
資
料
の
紹
介
⑩ 

―
熊
野
参
詣
道
往
来
と
百
年
前
の
ア
メ
リ
カ
― 

く
ま
　
の
　
さ
ん 

ざ
ん
け
ん
ぎ
ょ
う 

（
表
紙
） 



歴
史
資
料
を
残
す 

　
「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」
は
世
界
遺

産
登
録
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
野
長
瀬
家
文

書
は
、
そ
の
「
中
辺
路
」
沿
い
の
地
に
残
っ
て

い
る
大
切
な
歴
史
資
料
の
一
つ
で
あ
り
、
熊
野

参
詣
道
だ
け
で
は
な
く
、
昔
の
海
外
の
様
子
ま

で
も
、
我
々
に
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
記
録
を
歴
史
資
料
と
し
て
残
す
こ
と
は
、
後

世
の
人
々
に
対
す
る
大
切
な
役
割
な
の
で
す
。 

  

「
　
文
化
三
丙
寅
年
九
月
日 

　
宮
様
江
御
目
見
仕
候
控 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
長
瀬
六
郎
」 

　
　
文
化
三
丙
寅
年
九
月
九
日 

　
　
聖
護
院
宮
様
就
御
入
峯
当
村
江 

　
　
被
為
遊
　
御
止
宿
候
節
御
目
見
仕
候 

　
　
覚
書 

                 

（
…
以
下
中
略
…
こ
こ
で
代
官
等
様
々
な
人
の
助
け
を
得
、

お
目
見
え
を
許
可
さ
れ
、九
日
に
宮
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
） 

一
右
御
本
陣
よ
り
罷
帰
り
装
束
其
侭
に
て
伊
地
知

　
多
仲
殿
玉
置
内
記
殿
旅
宿
迄
願
之
通
り 

　
御
目
見
之
儀
相
済
難
有
段
挨
拶
旁
伺
公
致
し

　
直
ニ
御
代
官
詰
所
江
も
右
同
様
伺
公
致
し
候
事

一
十
日
卯
ノ
刻
被
為
遊
　
御
発
輿
候
に
付
寅
ノ
刻
頃
よ
り

　
御
本
陣
江
相
詰
罷
在
候
処
卯
ノ
刻
時
分
只
今

　
御
目
見
為
仕
候
間
　
御
前
江
伺
公
仕
候
様
尤
刀
者

　
三
ノ
間
ニ
置
脇
指
扇
子
ハ
御
次
之
縁
脇
ニ
置
候
様

　
指
図
有
之 

　
宮
様
御
正
面
之
御
縁
側
江
進
ミ
其
時
左
脇
ニ
御
披
露

　
役
之
衆
両
人
被
相
詰
野
長
瀬
六
郎
と
御
披
露

　
被
下
　
御
目
見
仕
退
申
候
則
御
次
ニ
而 

　
御
目
見
首
尾
能
相
済
難
有
段
御
礼
申
達
先 

　
規
之
通
り
村
端
迄
　
御
見
送
之
御
供
可
仕
哉

　
相
尋
候
処
其
通
り
仕
候
様
ニ
と
被
申
候
夫
よ
り

　
三
之
間 
。伊
地
知
多
仲
殿
玉
置
内
記
殿
江
右
同
様 

                 

　
御
礼
申
達
候
処
　
御
金
先
格
之
通
り
被
為 

　
下
候
間
左
様
相
心
得
候
様
ニ
と
則
　
御
金
御
目
録
等

　
頂
戴
仕
退
出 

一
宮
様
御
発
輿
之
節
御
門
内
よ
り
御
供
之
衆
よ
り
ハ

　
御
先
へ
立
川
向
下
手
ニ
而
　
御
暇
乞
奉
申
上
候

　
事 

 

　
　
一
御
着
輿
之
節
茶
屋
平
迄 

御
迎
ニ
罷
出
候
節
ハ

　
　
　
袴
羽
織
に
て
小
者
壱
人
召
連
候
事 

　
　
一
伊
地
知
多
仲
殿
玉
置
内
記
殿
旅
宿
へ
罷
越
候
節
も

　
　
　
衣
服
右
同
様
ニ
而
罷
越
候
事 

　
　
一
御
目
見
之
節
御
本
陣
江
罷
出
候
節
ハ
麻
上
下

　
　
　
に
て
小
者
壱
人
召
連
右
小
者
へ 

御
綸
旨
御
色
紙

　
　
　
台
ニ
乗
為
持
参
り
御
本
陣
入
口
よ
り
ハ
自
身
持
参 

　
　
　
仕
候
事 

　
　
一
御
見
送
り
御
供
之
節
も
衣
服
右
同
様 

　
　
一
御
見
送
り
御
供
之
節
姓
名
札
持
参
致
し 

                  

　
　
　
御
暇
乞
奉
申
上
候
処
ニ
而
御
披
露
役
之
衆
へ
相
渡 

　
　
　
候
事
尤
衣
服
同
様 

　
　
一
御
取
成
被
下
候
衆
中
并
御
代
官
詰
所
へ

　
　
　
御
目
見
之
儀
願
之
通
り
相
済
難
有
段
挨
拶
ニ
罷
越
候

　
　
　
節
も
衣
服
同
様 

 

右
之
通
り
　
御
目
見
相
済
候
尤
筆
ニ
難
尽
儀
有
之

候
得
者
其
節
々
臨
時
之
可
致
取
計
候
此
記
録 

子
孫
ニ
伝
可
為
重
宝
者
也 

　
　
　
　
　
　
　
喜
八
郎
事
十
七
才
之
時 

　
文
化
三
丙
寅
年
　
　
　
　
野
長
瀬
六
郎 

　
　
　
　
　
九
月
日
　
　
　
　
盛
近
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鎌
田
　
和
栄
） 
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懇
之
御
意 

　
『
和
歌
山
県
史
』
近
世
に
は
老
い
に
関
す
る

項
目
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
編
纂
は
一
九
八
〇

年
代
後
半
、
一
九
九
七
年
の
介
護
保
険
法
成
立

よ
り
ず
っ
と
前
の
こ
と
で
す
。
老
い
が
そ
ろ
そ

ろ
社
会
的
問
題
に
な
り
だ
し
た
頃
で
、
日
本
史

学
で
は
課
題
と
し
て
ま
だ
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
た
め
で
す
。
歴
史
の
記
述
も
決
し
て

現
代
の
問
題
と
無
縁
で
は
な
い
の
で
す
。  

　
さ
て
、
今
か
ら
一
五
〇
年
以
上
前
の
嘉
永
元

年
（
一
八
四
八
）
十
月
、
十
二
代
藩
主
斉
彊
は

湊
御
殿
（
和
歌
山
市
）
の
別
館
に
高
齢
の
家
臣

を
集
め
ま
し
た
。
御
目
見
以
上
と
い
う
、
中
級

以
上
の
身
分
に
あ
る
家
臣
は
七
十
歳
以
上
の
者

が
、
御
目
見
以
下
の
下
級
家
臣
は
八
十
歳
以
上

の
者
が
出
席
を
許
さ
れ
ま
し
た
（
以
下
、
年
齢

は
数
え
年
）
。
総
勢
一
六
二
人
、
九
十
一
歳
の

根
来
丈
大
夫
を
筆
頭
に
、
九
十
歳
代
二
人
、
八

十
歳
代
三
五
人
、
七
十
歳
代
一
二
五
人
、
平
均

年
齢
七
五
・
五
歳
の
面
々
で
し
た
。
こ
れ
に
は

何
も
注
釈
が
な
い
の
で
す
が
、
こ
の
高
齢
者
群

が
本
当
に
現
役
の
家
臣
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

疑
問
が
残
り
ま
す
。  

　
御
目
見
以
下
の
家
臣
に
と
っ
て
、
藩
主
の
お

目
通
り
が
許
さ
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
初
め
て
、

湊
御
殿
に
入
る
の
も
最
初
の
経
験
だ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
御
殿
の
お
庭
を
拝
見
し
た
あ
と
、

藩
主
に
対
し
て
平
伏
す
る
だ
け
な
の
で
す
が
、 

お
目
通
り
を
し
、
「
懇
之
御
意
」
を
受
け
た
と 

      

い
い
ま
す
。
こ
の
あ
と
料
理
と
菓
子
が
出
さ
れ

ま
し
た
（
『
南
紀
徳
川
史
』
二
）
。  

　
「
懇
之
御
意
」
は
、
心
の
こ
も
っ
た
お
言
葉

と
で
も
い
い
ま
し
ょ
う
か
。
参
集
し
た
全
て
の

者
は
、
た
と
え
隠
居
で
あ
れ
藩
主
の
配
下
に
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
時
二
十
九
歳
の
斉
彊

は
、
藩
主
の
立
場
を
保
ち
つ
つ
も
、
可
能
な
限

り
の
態
度
と
表
現
で
高
齢
者
を
称
え
た
、
そ
れ

が
懇
ろ
と
い
う
こ
と
ば
に
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。  

湊
御
殿
の
お
庭
を
拝
見
し
、
お
目
通
り
を
し
、

「
懇
之
御
意
」
を
受
け
、
料
理
と
菓
子
が
出
さ

れ
る
、
こ
れ
は
家
臣
と
し
て
の
扱
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
客
人
と
し
て
も
て
な
さ
れ
て
い
る
と

み
な
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。  

 

　
養
老
の
祝
宴 

　
そ
れ
か
ら
二
十
年
ほ
ど
あ
と
の
慶
応
元
年
（
一

八
六
五
）
四
月
に
も
、
藩
主
が
養
老
の
祝
宴
を

城
中
で
で
し
ょ
う
か
、
開
い
た
と
い
う
記
録
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
時
の
藩
主
は
十
四
代
の
茂
承

で
、
二
十
二
歳
。
御
目
見
以
上
の
古
稀
（
七
十

歳
）
の
隠
居
ど
も
を
集
め
た
と
い
い
ま
す
。
今

度
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
、
隠
居
で
す
。
そ
れ

で
も
、
「
御
年
寄
（
家
老
）
　
久
保
田
源
蔵
　

七
十
歳
」
な
ど
と
役
儀
を
付
記
し
て
あ
る
の
は

ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
隠
居
前
の
役
儀
な

の
で
し
ょ
う
か
。
合
計
二
五
人
、
最
高
齢
は
供

番
格
奥
詰
馬
場
源
右
衛
門
の
八
十
六
歳
、
八
十

歳
代
が
四
人
、
残
り
は
七
十
歳
代
、
平
均
七
四

・
九
歳
で
す
。  

　
ま
ず
お
目
通
り
を
し
、
年
寄
の
「
取
合
」
が

あ
っ
た
と
い
う
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
隠

居
が
茂
承
に
紹
介
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
次
い

で
、
簡
単
な
食
事
で
も
て
な
さ
れ
、
「
直
ニ
御

意
」
、
つ
ま
り
、
お
付
き
の
者
を
介
し
て
で
な

く
茂
承
自
身
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
を
か
け
ら

れ
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
一
人
ず
つ
茂
承
の

御
前
で
彼
の
お
付
き
の
者
か
ら
酌
を
受
け
、
そ

の
盃
と
「
綿
袍
」
（
綿
入
れ
で
し
ょ
う
か
）
を

茂
承
か
ら
直
接
受
け
取
り
ま
し
た
（
『
同
』
三
）。  

　
こ
こ
で
も
茂
承
は
、
藩
主
と
し
て
で
き
る
だ

け
の
配
慮
を
し
て
い
る
の
で
す
。
隠
居
が
客
人

扱
い
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

隠
居
た
ち
に
と
っ
て
こ
の
参
列
は
、
そ
れ
ま
で

の
人
生
で
最
高
の
光
栄
、
一
族
の
誉
れ
だ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。
実
際
、
茂
承
か
ら
の
ね
ぎ
ら

い
の
言
葉
に
感
極
ま
り
落
涙
し
た
者
も
い
た
と

あ
り
ま
す
。  

 

　
養
老
米 

　
庶
民
の
高
齢
者
に
関
す
る
史
料
も
あ
り
ま
す
。

辰
年
で
す
か
ら
文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）
の
こ

と
で
し
ょ
う
が
、
西
庄
村
（
和
歌
山
市
）
に
住

む
源
七
の
母
は
九
十
五
歳
に
な
る
の
に
足
腰
や

眼
・
耳
も
達
者
だ
か
ら
よ
ろ
し
く
と
、
そ
の
村

の
庄
屋
達
か
ら
藩
に
向
け
て
願
い
書
き
が
出
さ

れ
ま
し
た
（
高
橋
家
文
書
）
。
達
者
だ
か
ら
よ

ろ
し
く
と
言
っ
て
も
、
い
っ
た
い
何
を
願
っ
て

い
る
と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。  

　
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
、
日
高
郡
の
代
官

松
嶋
直
内
は
郡
内
の
八
十
八
歳
以
上
の
者
、
女

二
〇
人
、
男
四
人
、
合
わ
せ
て
二
四
人
に
、
八

十
八
歳
以
上
に
な
っ
た
と
は
「
一
段
之
事
」
、

す
ば
ら
し
い
こ
と
だ
と
し
て
、
「
極
老
者
」
な 

             

の
だ
か
ら
格
別
の
扱
い
を
し
一
生
の
間
年
二
人

扶
持
を
与
え
る
と
通
知
し
ま
し
た
（
も
っ
と
も
、

こ
の
二
人
扶
持
、
こ
の
年
か
ら
で
は
な
く
、
各

人
九
十
歳
に
な
っ
て
か
ら
の
支
給
で
し
た
が
。

岡
家
文
書
）
。  

　
二
人
扶
持
。
大
工
の
日
当
を
基
準
に
し
て
一

石
を
今
の
三
〇
万
円
ほ
ど
と
し
た
磯
田
道
史

（
『
武
士
の
家
計
簿
』
、
新
潮
新
書
、
二
〇
〇

三
年
）
の
試
算
を
用
い
れ
ば
、
二
人
扶
持
は
三

石
六
斗
で
す
か
ら
今
の
一
〇
〇
万
円
強
に
な
り

ま
す
。
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
高
だ
っ
た
の

で
す
。  

　
と
こ
ろ
で
、
紀
州
藩
は
じ
め
幕
府
・
諸
藩
で

は
、
親
孝
行
な
人
物
を
取
り
上
げ
て
表
彰
し
褒

美
を
と
ら
せ
ま
し
た
（
『
南
紀
徳
川
史
』
七
）
。

こ
の
褒
美
が
大
方
銭
五
貫
文
で
す
か
ら
金
に
な

お
し
て
一
両
ち
ょ
っ
と
、
多
い
者
で
金
三
両
で

す
か
ら
今
の
貨
幣
で
九
〇
万
円
。
し
か
も
、
こ

れ
は
一
時
金
で
す
。
高
齢
者
へ
の
扶
持
米
支
給

が
ど
れ
ほ
ど
優
遇
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
を
読 

み
と
ら
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
高
齢
者
に
対
す
る
扶
持
米
支
給
の
事
例
は
、 
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ば
ん 

か
く 

お
く 

づ
め 

こ    

き 

と
り
あ
わ
せ 

じ
か 

わ
た 

き
ぬ 

に
し
の
し
ょ
う 

い
ち 

だ
ん   

の   

こ
と 

に   

に
ん 

た
か 

ぜ
に 

ふ     

ち   

ま
い 

き
ん 

か
ん  

も
ん 

と 

こ
く ぶ

　 

ち 

き
ょ
く
ろ
う 

も
の 

と
も 

県 

史 

コ 

ー 

ナ 

ー 

６ 

老

い

の

価

値

西庄村に住む95歳の母親についての願い書き。書き出 
しに、「西庄村・源七母・貞信九拾五才」とあります 



     

『
南
紀
徳
川
史
』

に
も
い
く
つ
か 

載
っ
て
い
ま
す
。

安
政
二
年
（
一 

八
五
五
）
、
伊 

勢
白
子
領
山
田 

井
村
（
三
重
県 

津
市
）
の
イ
ノ 

は
百
歳
に
な
っ 

た
と
い
う
こ
と 

で
一
生
年
一
人 

扶
持
を
下
さ
れ 

ま
し
た
（
『
同
』

三
）
。
明
治
二 

年
、
同
領
郡
山 

村（
同
鈴
鹿
市
）の
キ
ノ
は
九
十
四
歳
、
磯
山
村

の
ヒ
デ
は
八
十
四
歳
で
一
生
年
二
人
扶
持
を
、

同
四
年
、
松
坂
（
同
松
阪
市
）
の
女
六
人
、
男

二
人
、
合
わ
せ
て
八
人
の
八
十
八
歳
の
者
も
、

一
生
年
二
人
扶
持
を
与
え
ら
れ
ま
し
た（『
同
』

四
）
。  

　
こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
源
七
の

九
十
五
歳
の
母
が
達
者
だ
か
ら
よ
ろ
し
く
と
い

う
願
い
も
、
ど
う
や
ら
扶
持
米
、
い
い
か
え
れ

ば
養
老
米
の
支
給
を
願
っ
た
も
の
だ
と
考
え
て

間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
。 

 

　
﹁
人
生
五
十
年
﹂
か 

　
間
違
っ
て
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
に
取
り
上

げ
た
高
齢
者
が
例
外
的
に
長
寿
だ
っ
た
た
め
に

祝
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

近
世
は
「
人
生
五
十
年
」
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
実
は
そ
れ
ほ
ど
短
命

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。  

　
た
と
え
ば
、
立
川
昭
二
に
よ
れ
ば
、
岩
波
版

『
日
本
史
年
表
』
記
載
人
物
の
没
年
は
、
江
戸

前
期
（
該
当
者
八
九
人
）
六
七
・
七
歳
、
江
戸

中
期
（
九
二
人
）
六
七
・
六
歳
、
江
戸
後
期
（
一

七
五
人
）
は
六
五
・
二
歳
。
か
え
っ
て
明
治
・

大
正
（
三
九
四
人
）
に
は
い
っ
て
か
ら
の
方
が

短
命
で
、
六
〇
・
六
歳
だ
と
い
い
ま
す
（
『
江

戸
　
老
い
の
文
化
』
、
筑
摩
書
房
、
一
九
九
六

年
）
。  

 
　
祝
賀
の
制
度 

　
高
齢
の
元
家
臣
を
集
め
て
の
祝
宴
の
記
録
は
、

『
南
紀
徳
川
史
』
に
先
の
二
例
が
載
っ
て
い
る

だ
け
で
す
。
慶
応
元
年
の
祝
宴
記
録
の
編
纂
者

注
に
も
、
「
殿
様
が
以
前
（
こ
の
慶
応
元
年
の

こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
）
こ
の
祝

宴
を
挙
行
な
さ
っ
た
以
外
に
、
最
近
は
こ
う
し

た
催
し
は
開
か
れ
て
い
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

ど
う
も
、
度
々
開
か
れ
た
り
定
期
的
に
開
催
さ

れ
た
り
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
で
す
。

時
の
藩
主
の
思
い
付
き
、
そ
う
言
っ
て
悪
け
れ

ば
思
し
召
し
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。  

　
庶
民
に
対
す
る
養
老
米
支
給
も
同
様
で
す
。

明
治
四
年
の
松
坂
で
の
事
例
は
八
人
と
も
八
十

八
歳
で
し
た
。
し
か
し
、
安
政
二
年
の
白
子
領

は
百
歳
、
明
治
二
年
の
同
領
は
九
十
四
歳
と
八

十
四
歳
、
同
年
の
日
高
郡
で
の
通
知
は
八
十
八

歳
以
上
と
い
う
よ
う
に
、
支
給
開
始
の
年
齢
が

一
定
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。  

　
願
い
書
き
に
あ
っ
た
源
七
の
母
も
九
十
五
歳
。

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
願
い
書
き
の
例
を
ほ
か

に
見
つ
け
ら
れ
な
い
も
の
の
、
養
老
米
の
支
給

を
受
け
る
た
め
に
は
、
待
っ
て
い
て
は
い
け
な

い
、
こ
の
よ
う
に
願
い
出
た
り
庄
屋
の
推
薦
を

受
け
た
り
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
と
い
う
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
だ
か
ら
、
支
給
開
始
年
齢

が
そ
ろ
わ
な
い
の
で
す
。
先
に
述
べ
た
、
孝
行

者
の
表
彰
に
も
庄
屋
か
ら
の
推
薦
が
必
要
だ
っ

た
の
で
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
手
順
な
の
で
す

（
遊
佐
教
寛
「
片
足
に
高
下
駄
、
片
足
に
草
履
」、

『
和
歌
山
県
立
文
書
館
紀
要
』
八
、
二
〇
〇
三

年
）
。  

　
と
こ
ろ
が
、
養
老
米
支
給
は
事
例
が
き
わ
め

て
少
な
い
よ
う
な
の
で
す
。
孝
行
者
の
表
彰
は
、

た
ち
ま
ち
に
し
て
二
〇
〇
ほ
ど
の
事
例
を
集
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
『
南
紀
徳
川
史
』
一
〜

四
、
七
）
。
し
か
し
、
養
老
米
支
給
に
関
し
て

は
、
『
南
紀
徳
川
史
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
の

が
右
に
上
げ
た
三
例
に
過
ぎ
な
い
の
で
す
。
願

い
出
て
も
、
そ
の
多
く
は
捨
て
置
か
れ
た
と
い

う
こ
と
で
し
ょ
う
。
財
政
負
担
を
避
け
た
の
で

し
ょ
う
か
。  

　
高
齢
の
元
家
臣
を
集
め
て
の
祝
宴
で
も
、
藩

主
は
客
人
の
扱
い
で
彼
ら
を
称
え
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
祝
宴
の
開
催
が
制
度
化
さ
れ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
で
す
。  

　
高
齢
者
へ
の
養
老
米
支
給
も
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
二
人
扶
持
と
い
う
好
遇
で
し
た
。
日
高
郡

で
は
、
八
十
八
歳
以
上
に
な
っ
た
こ
と
は
「
一

段
之
事
」
と
評
価
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

あ
る
一
定
の
年
齢
以
上
の
者
へ
一
律
に
養
老
米

を
支
給
す
る
制
度
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
ど
こ

ろ
か
、
申
請
す
ら
必
要
だ
っ
た
ら
し
い
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
養
老
米
支

給
は
、
わ
ず
か
な
事
例
し
か
み
い
だ
せ
な
い
の

で
す
。  

　
老
い
自
体
は
評
価
す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
す

ぐ
に
祝
宴
で
あ
る
と
か
養
老
米
支
給
と
か
の
制

度
に
結
び
付
け
、
そ
う
い
う
形
で
表
現
す
る
わ

け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
な
の
で
す
。
結
び
付
け

な
い
と
祝
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
と
感
じ
る
の

は
、
現
代
の
私
た
ち
の
感
覚
ら
し
い
の
で
す
。  

 

　
看
病
御
暇 

　
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
、
木
本
村
（
和
歌

山
市
）
の
庄
屋
か
ら
願
い
書
き
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
村
に
住
む
勘
之
右
衛
門
の
妻
が
病
気
で
な

か
な
か
よ
く
な
ら
な
い
、
勘
之
右
衛
門
の
看
病

も
行
き
届
か
な
く
な
っ
て
途
方
に
暮
れ
て
い
る
、

藩
の
江
戸
屋
敷
で
奉
公
し
て
い
る
息
子
の
瀧
蔵

に
介
病
（
看
病
）
御
暇
を
与
え
て
く
れ
な
い
か

と
い
う
も
の
で
し
た
（
高
橋
家
文
書
）
。
た
だ

し
、
こ
の
願
い
が
認
め
ら
れ
た
の
か
ど
う
か
は 

わ
か
り
ま
せ
ん
。 
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し
ろ   

こ 

お
ぼ 
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い
と
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き
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も
と 

か
い
び
ょ
う 

日高郡で90歳からの養老米支給を伝える書面。右が表紙。  
「衣奈浦岩次郎母わき・小池村平大夫父専蔵」等とあります 

江戸の御仲間瀧蔵の介病御暇を願う願い書き。うしろに、大庄屋幸前  
次五兵衛が代官松本立助に宛てた証文を貼り付けています 



                  

　
家
臣
の
身
辺
に
関
す
る
願
い
・
届
け
が
書
き 

留
め
ら
れ
た
紀
州
藩
の
「
願
達
留
」
（
紀
州
藩

文
書
）
に
は
、
「
看
病
」
の
項
目
が
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）

か
ら
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
書
か
れ
た 

「
願
達
留
」
に
は
、
合
わ
せ
て
八
例
の
看
病
御

暇
が
記
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。  

　
た
と
え
ば
、
江
戸
行
き
を
命
じ
ら
れ
た
高
瀬

幾
之
助
は
、
老
年
の
母
が
具
合
悪
く
な
っ
た
た

め
和
歌
山
で
の
看
病
を
許
さ
れ
ま
し
た
。
第
一

次
長
州
征
討
で
京
都
に
布
陣
し
て
い
た
荒
巻
力

之
助
は
養
父
、
松
本
又
之
助
は
実
家
の
祖
父

（
二
人
と
も
養
子
だ
っ
た
わ
け
で
す
）
が
病
気 

に
な
っ
た
た
め
、
和
歌
山
で
の
看
病
御
暇
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
養
子
に
出
て
い
た
石

桁
元
次
郎
は
、
京
都
伏
見
に
あ
る
実
家
の
母
の

具
合
が
悪
く
な
っ
た
の
で
、
伏
見
で
の
看
病
御

暇
を
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。  

　
家
臣
団
社
会
で
は
、
こ
の
よ
う
に
藩
へ
の
勤

め
を
一
時
停
止
し
て
で
も
、
た
と
え
出
陣
中
で

あ
っ
て
さ
え
も
、
親
や
祖
父
母
の
世
話
を
認
め

る
看
病
御
暇
の
制
度
が
で
き
て
い
た
の
で
す
。

そ
の
た
め
の
細
則
も
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
『
南

紀
徳
川
史
』
一
三
）
。
老
い
を
制
度
と
し
て
支

え
る
観
点
か
ら
し
て
も
、
ま
た
、
社
会
の
秩
序

と
し
て
親
に
対
す
る
孝
の
道
徳
を
奨
励
す
る
観

点
か
ら
し
て
も
、
そ
れ
は
必
要
で
し
た
。
し
か

し
そ
れ
以
前
に
、
老
い
に
価
値
を
認
め
る
社
会

で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
無
条
件
で
看
病
御

暇
を
認
め
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。 

 
　
老
い
の
楽
し
み 

　
老
い
て
楽
に
暮
ら
し
た
い
、
あ
る
い
は
、
そ

れ
と
な
い
ま
ぜ
に
な
っ
た
、
老
い
に
こ
そ
価
値

が
あ
る
と
い
う
表
現
が
近
世
に
は
数
多
く
残
っ

て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
「
そ
の
日
そ
の
日
を

老
い
の
掘
り
出
し
と
（
老
い
は
掘
り
出
し
物
だ

と
）
楽
し
く
暮
す
」
（
安
永
八
年
・
一
七
七
九

年
刊
、
神
沢
杜
口
『
翁
草
』
）
。  

　
「
老
い
の
入
前
（
老
い
て
か
ら
の
生
活
費
を
）

賢
く
取
り
置
き
、
（
老
い
て
か
ら
は
）
世
に
有

る
ほ
ど
の
（
た
く
さ
ん
あ
る
）
楽
し
み
暮
し
」

「
二
十
四
、
五
ま
で
は
親
の
指
図
を
受
け
、
そ

の
後
は
我
と
世
を
稼
ぎ
（
自
分
の
力
で
稼
い

で
）
、
四
十
五
迄
に
一
生
の
家
を
固
め
、
遊
楽

す
る
こ
と
に
極
ま
れ
り
」
「
老
い
の
楽
し
み
早

く
知
る
べ
し
」（
元
禄
元
年
・
一
七
八
八
年
刊
、

井
原
西
鶴
『
日
本
永
代
蔵
』
）
。  

　
「
み
ど
り
子
の
わ
き
ま
え
し
ら
ぬ
（
幼
児
の

よ
う
な
、
分
別
も
な
い
際
限
も
な
い
）
遊
び
し

て
、
世
を
の
ど
か
に
も
終
ら
ば
や
（
終
わ
り
た

い
な
あ
）
」
（
文
化
三
年
・
一
八
〇
六
年
刊
、

上
田
秋
成
『
藤
簍
冊
子
』
）
。  

　
「
い
い
老
入
だ
。
…
若
い
内
苦
労
し
た
か
ら
、

老
て
楽
を
す
る
」
（
文
化
六
年
・
一
八
〇
九
年

刊
、
式
亭
三
馬
『
浮
世
風
呂
』
）
。  

　
も
ち
ろ
ん
、
近
世
は
、
日
々
の
労
働
が
辛
く

苦
し
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
ま
し

ょ
う
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
期
に
徹
底
し

た
倹
約
を
し
て
老
い
て
か
ら
の
生
活
費
を
蓄
え
、

で
き
る
だ
け
早
く
隠
居
し
て
暮
ら
し
た
い
、
老

い
て
か
ら
の
暮
ら
し
こ
そ
が
人
間
ら
し
い
暮
ら

し
な
の
だ
と
い
う
考
え
方
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 

　
社
会
の
進
展
に
寄
与 

　
近
世
で
の
老
い
の
価
値
と
比
べ
て
み
る
と
、

私
た
ち
の
社
会
が
老
人
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

評
価
を
し
て
い
る
の
か
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

一
九
六
三
年
に
老
人
の
福
祉
を
目
的
に
制
定
・

施
行
さ
れ
た
老
人
福
祉
法
が
あ
り
ま
す
。
「
介

護
」
の
語
も
そ
こ
に
初
め
て
造
語
と
し
て
登
場

し
ま
し
た
（
遊
佐
教
寛
「
歴
史
か
ら
み
る
老
い

と
介
護
」
、
『
福
祉
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
』
、

備
北
夏
期
大
学
実
行
委
員
会
、
二
〇
〇
三
年
）
。  

　
老
人
に
つ
い
て
は
、
第
二
条
「
基
本
的
理
念
」

で
次
の
よ
う
に
う
た
っ
て
い
ま
す
。
「
老
人
は
、

多
年
に
わ
た
り
社
会
の
進
展
に
寄
与
し
て
き
た

者
と
し
て
、
か
つ
、
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有

す
る
者
と
し
て
敬
愛
さ
れ
る
と
と
も
に
、
生
き

が
い
を
持
て
る
健
全
で
安
ら
か
な
生
活
を
保
障

さ
れ
る
も
の
と
す
る
」（
一
九
九
〇
年
改
定
法
）
。  

　
「
基
本
的
理
念
」
で
、
老
人
は
敬
愛
さ
れ
る

と
い
う
点
は
暗
黙
の
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。

恐
ら
く
、
私
た
ち
の
社
会
の
根
底
に
流
れ
て
い

る
儒
教
や
仏
教
の
理
念
の
影
響
で
し
ょ
う
。
だ

か
ら
、
な
ぜ
若
者
は
敬
愛
さ
れ
ず
老
人
だ
け
が

敬
愛
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う

説
明
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
現
代
で
は
無
条

件
に
、
「
老
人
は
敬
愛
さ
れ
る
」
と
述
べ
る
だ

け
で
は
納
得
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
老
人
に
は

ど
う
い
う
価
値
が
あ
る
の
か
、
ど
う
役
に
立
つ

の
か
を
説
明
し
な
い
と
い
け
な
い
の
で
す
。
理

由
が
欠
か
せ
な
い
の
で
す
。
そ
れ
が
現
代
の
価

値
観
で
す
。  

　
そ
の
場
合
、
私
た
ち
の
時
代
に
は
、
生
産
を

中
心
に
し
た
現
実
社
会
に
ど
う
働
き
か
け
る
の

か
、
そ
れ
に
対
し
て
有
益
か
ど
う
か
、
こ
こ
が

基
準
に
な
り
ま
す
。
老
人
に
関
し
て
は
、
か
つ

て
「
社
会
の
進
展
に
寄
与
」
し
た
功
績
が
あ
る

こ
と
、
今
は
「
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
有
す
る
」

こ
と
が
敬
愛
に
つ
な
が
る
の
で
す
。 

 

　
老
い
の
価
値 

　
老
い
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
近
世
の
見
方
は
、

存
在
そ
の
も
の
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
意
味
で

す
。
働
き
か
け
る
力
、
機
能
す
る
力
が
あ
る
か

ら
価
値
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
な
い
で
し
ょ

う
。
現
実
社
会
に
ど
の
よ
う
に
役
に
立
つ
か
と

い
う
発
想
に
な
じ
ん
で
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、

存
在
そ
の
も
の
に
価
値
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
も
、

な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
の
も
事
実
で
す
。  

　
余
生
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
老

い
の
人
生
で
し
ょ
う
。
現
代
の
余
生
と
は
、
現

実
社
会
か
ら
引
退
し
た
余
り
の
人
生
の
こ
と
で

す
。
価
値
が
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
、
余
生
と
い
う
言
葉

は
古
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
現
代
の
余

生
と
同
じ
意
味
で
あ
ろ
う
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

「
余
」
に
は
、
豊
か
な
と
か
、
ゆ
っ
た
り
し
た

と
い
う
意
味
も
あ
る
の
で
す
が
ね
。
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
（
遊
佐
教
寛
） 
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今
年
度
の
古
文
書
講
座
は
、
７
月
26
日
か
ら

８
月
24
日
ま
で
の
間
に
５
回
に
わ
た
っ
て
、
き

の
く
に
志
学
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
受
講
者
は
、
初
級
講
座
に
79
名
、
中
級
講
座

に
30
名
の
方
が
申
し
込
ま
れ
、
台
風
の
影
響
で

一
部
日
程
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
が
、
最
後
ま
で

熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。 

　
初
級
コ
ー
ス
の
テ
ー
マ
は
、
『
江
戸
時
代
の

「
介
護
」
と
福
祉
』
で
し
た
。
遊
佐
教
寛
当
館

嘱
託
研
究
員
が
高
橋
家
文
書
か
ら
「
九
十
五
歳

の
長
寿
者
」
「
藩
の
施
し
米
」
「
介
護
の
た
め

の
お
暇
」
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
文
書
を
、
堀

家
文
書
か
ら
「
西
国
道
中
記
」
を
読
み
ま
し
た
。

「
九
十
五
歳
の
長
寿
者
」
に
つ
い
て
記
載
さ
れ

た
文
書
は
、
地
元
の
庄
屋
が
大
庄
屋
へ
九
十
五

歳
に
な
っ
た
女
性
を
報
告
し
た
も
の
で
す
。
講

師
の
解
説
で
、
こ
の
女
性
に
養
老
米
を
藩
主
か

ら
支
給
さ
れ
る
よ
う
嘆
願
し
た
も
の
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
多
く
の
受
講
者
か
ら
は

「
く
ず
し
文
字
を
読
む
こ
と
よ
り
も
内
容
を
解

釈
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、

古
文
書
の
奥
深
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
」
と

の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
「
藩
の
施
し
米
」

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
文
書
は
、
藩
主
の
葬
式

や
法
事
の
際
に
経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
方
に
施

行
米
を
施
し
た
記
録
で
、
当
時
の
仏
教
の
考
え

の
一
端
が
窺
え
た
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
「
介

護
の
た
め
の
お
暇
」
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
文

書
は
、
親
の
介
護
の
た
め
家
臣
が
休
暇
申
請
し

た
記
録
で
、
現
在
の
介
護
休
暇
に
当
た
る
内
容

の
も
の
で
し
た
。 

　
中
級
コ
ー
ス
は
、
『
在
鳥
見
と
六
十
人
者
』

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
藤
隆
宏
当
館
文
書
専
門
員

が
高
橋
家
文
書
か
ら
「
鷹
場
と
在
鳥
見
」
、
遊

佐
教
寛
当
館
嘱
託
研
究
員
が
尾
崎
家
文
書
か
ら

「
六
十
人
者
の
由
緒
」
「
醤
油
御
用
」
「
長
七

様
御
成
り
」
に
つ
い
て
記
載
さ
れ
た
文
書
を
読

み
ま
し
た
。
「
鷹
場
と
在
鳥
見
」
は
、
幕
末
に

「
在
鳥
見
」
と
い
う
藩
主
の
鷹
狩
り
に
関
係
す

る
役
目
を
務
め
て
い
た
家
の
記
録
で
す
。
受
講

者
か
ら
は
「
藩
主
の
娯
楽
の
た
め
に
住
民
が
受

け
た
規
制
や
負
担
が
窺
う
こ
と
が
で
き
た
」
と

の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
後
半
は
、
尾
崎
家
が
代

官
時
代
の
役
目
で
あ
っ
た
「
醤
油
御
用
」
等
と
、

六
十
人
者
時
代
の
役
目
で
あ
っ
た
「
長
七
様
御

成
り
」
等
を
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
違
い
か

ら
、
代
官
は
年
貢
徴
収
の
ほ
か
醤
油
・
正
月
飾

り
・
松
茸
等
も
藩
主
御
殿
に
届
け
て
い
た
こ
と

が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
六
十
人
者

時
代
の
尾
崎
家
に
は
、
藩
主
就
任
前
の
若
き
吉

宗
が
何
回
か
立
ち
寄
っ
て
い
た
様
子
も
わ
か
り

ま
し
た
。 

               

     

き
の
く
に
志
学
館
研
修
講
座
は
、
教
員
を
対
象

に
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
は
じ
め
と
し

た
学
校
教
育
に
お
い
て
、
き
の
く
に
志
学
館
を

有
効
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
図
書
館
・

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
、
平
成
十
五

年
八
月
七
日
（
木
）
に
、
き
の
く
に
志
学
館
で

開
催
し
ま
し
た
。 

　
講
座
は
、
郷
土
の
歴
史
や
自
然
等
を
紹
介
す

る
２
つ
の
「
講
演
」
、
教
員
の
き
の
く
に
志
学

館
利
用
促
進
の
た
め
の
「
総
合
的
な
学
習
に
き

の
く
に
志
学
館
を
！
」
、
「
館
内
見
学
」
と
い

う
内
容
で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
講
演
Ⅰ
は
、
当
館
文
書
課
長
の
森
脇
義
夫
が

「
友
ヶ
島
の
砲
台
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
し

ま
し
た
。
紀
淡
海
峡
に
浮
か
ぶ
友
ヶ
島
は
、
大

阪
湾
へ
の
外
国
艦
船
の
侵
入
を
防
ぐ
重
要
な
場

所
と
さ
れ
、
明
治
二
十
二
年
か
ら
三
十
七
年
に

か
け
て
砲
台
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
頂
上
付
近

の
第
３
砲
台
な
ど
島
内
６
ケ
所
も
あ
る
れ
ん
が

作
り
の
砲
台
跡
は
、
か
つ
て
の
要
塞
島
の
面
影

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

　
講
演
Ⅱ
は
、
元
和
歌
山
市
立
日
進
中
学
校
長

の
田
村
雅
弘
氏
が
「
和
歌
山
城
の
森
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
講
演
し
ま
し
た
。
城
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
の
た
め
の
剪
定
や
公
園
整
備
の
た
め
の
石
垣

周
辺
の
低
木
や
つ
る
植
物
の
除
去
等
の
少
し
の

環
境
変
化
に
よ
っ
て
、
森
全
体
ま
で
が
傷
ん
で

き
て
い
る
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
両
講
演
に

対
し
受
講
者
か
ら
は
、
「
友
ヶ
島
や
和
歌
山
城

と
い
う
身
近
な
話
を
聞
け
て
地
域
を
見
直
す
良

い
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
「
地
元
和
歌
山
の
見

え
な
か
っ
た
こ
と
や
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ 

           

い
て
聞
く
こ
と
が
で
き
、
よ
か
っ
た
」
「
校
外

学
習
に
取
り
入
れ
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
和
歌
山
の
よ
さ
を
再
認
識
す
る
と
共
に
、

学
校
で
の
郷
土
学
習
に
参
考
に
な
っ
た
よ
う
で

す
。 

　
「
総
合
的
な
学
習
に
き
の
く
に
志
学
館
を
！
」

で
は
、
図
書
館
か
ら
一
括
貸
出
、
手
作
り
紙
芝

居
な
ど
に
つ
い
て
、
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
、
一
日
ホ
ー
ル
ス
タ
ッ

フ
の
体
験
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
体
験
な
ど
に
つ

い
て
、
文
書
館
か
ら
古
文
書
・
歴
史
講
座
や
パ

ネ
ル
展
示
、
「
総
合
学
習
の
時
間
」
用
に
作
成

し
た
古
文
書
の
教
材
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。 

　
最
後
に
、
五
十
七
名
の
受
講
者
を
２
グ
ル
ー

プ
に
分
け
、
文
書
館
・
図
書
館
・
文
化
情
報
セ

ン
タ
ー
の
３
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
ま
で
、
学
校
と
の
連
携
な
ど
の
機
会
に

恵
ま
れ
な
か
っ
た
た
め
、
当
館
を
利
用
さ
れ
た

方
は
受
講
者
の
15
％
に
止
ま
り
ま
し
た
が
、
こ

の
講
座
に
よ
っ
て
、
文
書
館
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ

を
契
機
に
さ
ら
に
、
学
校
教
育
を
も
支
援
す
る

施
設
と
し
て
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

第
９
回
古
文
書
講
座
を
開
催 

き
の
く
に
志
学
館
研
修
講
座
を
開
催 

初級コースの様子 

田村雅弘氏の講演 



   
　
紀
州
藩
士
の
由
緒
書
き
で
あ
り
、
藩
史
研
究

や
御
子
孫
の
方
の
先
祖
調
べ
な
ど
の
資
料
と
し

て
、
当
館
蔵
古
文
書
の
中
で
最
も
利
用
が
多
い

「
紀
州
藩
家
中
系
譜
並
に
親
類
書
書
上
げ
（
以

下
「
家
中
書
上
」
と
略
）
」
一
五
七
〇
〇
冊
余

の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
事
業
を
現
在
実
施

中
で
す
。 

　
「
家
中
書
上
」
は
、
平
成
五
年
に
県
立
図
書

館
か
ら
当
館
に
移
管
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
紀
州

藩
史
研
究
の
重
要
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
虫
食
い
な
ど
の
た
め
破
損

し
て
い
る
文
書
が
多
く
、
一
部
し
か
利
用
で
き

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
平
成
十
一
年
度
か
ら
十
三
年
度
ま
で
に
実
施

さ
れ
た
、
「
和
歌
山
県
緊
急
雇
用
特
別
基
金
」

を
活
用
し
た
修
復
事
業
が
契
機
と
な
り
、
実
に

全
体
の
三
分
の
一
を
超
え
る
約
六
〇
〇
〇
冊
の

修
復
が
終
わ
り
、
「
家
中
書
上
」
全
体
が
初
め

て
利
用
可
能
な
状
態
に
な
り
ま
し
た
。
（
詳
し

く
は
『
和
歌
山
県
立
文
書
館
だ
よ
り
』
第
八
号

に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
） 

　
そ
し
て
今
年
度
は
、
新
た
な
雇
用
対
策
基
金

で
あ
る
「
和
歌
山
県
緊
急
雇
用
創
出
特
別
基
金
」

を
活
用
し
て
、
「
家
中
書
上
」
全
部
の
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
と
、
そ
れ
を
紙
に
コ
ピ
ー
し

た
複
製
物
作
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
も
雇
用
対
策
事
業
で
す
か
ら
、
撮
影
補

助
・
マ
イ
ク
ロ
コ
ピ
ー
作
成
・
チ
ェ
ッ
ク
等
の

作
業
を
、
新
規
雇
用
者
の
皆
さ
ん
が
プ
ロ
の
撮

影
技
師
に
混
じ
っ
て
担
当
し
て
い
ま
す
。 

　
本
事
業
が
終
わ
る
と
、
従
来
事
前
申
請
の
上

で
原
本
を
「
特
別
閲
覧
」
し
て
い
た
だ
い
て
い

た
「
家
中
書
上
」
が
、
複
製
物
で
閲
覧
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
、
原
本
を
破
損
さ
せ
る
恐
れ

な
く
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
本
事
業
は
平
成
十
六
年
一
月
に
終
了
の
予
定

で
す
。
そ
の
後
は
複
製
物
（
マ
イ
ク
ロ
コ
ピ
ー
）

に
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
終
了
ま
で
は

作
業
の
都
合
上
、
従
来
の
「
特
別
閲
覧
」
等
で

も
ご
利
用
に
な
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

    

　
文
書
館
で
は
、
県
内
の
個
人
の
お
宅
や
蔵
、

寺
社
等
で
保
存
さ
れ
て
い
る
記
録
類
（
古
文
書

等
）
が
ど
こ
に
、
ど
ん
な
状
態
で
あ
る
か
（
所

蔵
者
と
保
存
環
境
）
を
確
認
す
る
「
民
間
所
在

資
料
保
存
状
況
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平

成
十
四
・
十
五
年
度
の
二
年
間
は
和
歌
山
市
と

御
坊
市
・
日
高
郡
で
実
施
中
で
す
。
（
調
査
は

二
年
ご
と
に
全
県
下
で
行
い
、
既
に
海
南
市
・

海
草
郡
、
那
賀
郡
、
田
辺
市
・
西
牟
婁
郡
、
新

宮
市
・
東
牟
婁
郡
で
は
終
了
し
ま
し
た
。
） 

所
在
の
確
認
と
と
も
に
、
保
存
状
況
も
調
査
し

て
、
所
蔵
者
の
方
々
に
保
存
上
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
ま
す
。
調
査
結
果
は
、
こ
れ
ら
記
録
類

の
今
後
の
散
逸
や
破
損
を
防
止
し
、
さ
ら
な
る

未
来
へ
伝
え
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
ま
す
。 

　
調
査
は
、
各
市
町
村
の
調
査
員
が
電
話
・
訪

問
等
に
よ
り
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
調
査
員
は
、
身
分
を
証
明
す
る
「
民

間
所
在
資
料
調
査
員
証
」
を
持
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
下
さ
い
。 

     

○
　
閲
覧
室
受
付
に
あ
る
目
録
等
で
必
要
な
資

　
料
、
文
書
等
を
検
索
し
、
閲
覧
申
請
書
に
記

　
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
文

　
書
等
利
用
の
受
付
は
閉
館
30
分
前
ま
で
で
す
。 

○
　
閲
覧
室
書
棚
に
配
架
し
て
い
る
行
政
資
料
、

　
参
考
資
料
は
自
由
に
閲
覧
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
　
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
複
写
承
認

　
申
請
書
に
記
入
の
う
え
受
付
に
提
出
し
て
く

　
だ
さ
い
。
複
写
サ
ー
ビ
ス
は
有
料
で
す
。 

   

火
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時 

土
曜
日
・
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

５
月
５
日
・
11
月
３
日  

午
前
10
時
〜
午
後
5
時 

   

○
月
曜
日
・
国
民
の
休
日
（
５
月
５
日
・
11
月

　
３
日
を
除
く
。
た
だ
し
、
そ
の
日
が
月
曜
日

　
に
あ
た
る
と
き
は
そ
の
翌
日
） 

○
年
末
年
始
（
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
） 

○
館
内
整
理
日
（
毎
月
初
日
・
１
月
５
日
・
月

　
の
初
日
が
月
曜
の
と
き
は
翌
日
も
休
館
） 

○
特
別
整
理
期
間
（
毎
年
６
月
中
に
10
日
間
） 

     

     

和
歌
山
バ
ス
高
松
バ
ス
停
下
車
徒
歩
約
３
分 

JR
和
歌
山
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 

南
海
電
鉄
和
歌
山
市
駅
か
ら
バ
ス
で
20
分 
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紀
州
藩
士
由
緒
書
き
の
撮
影
事
業 

和
歌
山
市
・
御
坊
市
・
日
高
郡
で 

　
民
間
所
在
資
料
保
存
状
況
調
査
実
施
中 

紀ノ川 

●市役所 

県庁 
　● 

紀ノ川大橋 

けやき大通り 

和歌山城 
国
体
道
路 車庫前 

バス停 

高松 
バス停 

至和歌浦 

● 
サンピア和歌山 

至海南 

JR
紀
勢
本
線 

至
和
歌
山
イ
ン
タ
ー 

至
天
王
寺 

中
央
通
り（
国
道
42
号
線
） 

南
海
和
歌
山
市
駅 JR

和
歌
山
駅 

和歌山県立文書館 

文

書

館

の
利

用

案

内

 

◇

利

用

方

法

◇

 

◇

開

館

時

間

◇

 

◇

休

館

日

◇

 

◇

交
通
の
ご
あ
ん
な
い

◇

 

◇ホームページアドレス◇ 
http://www.wakayama-lib.go.jp 
http://www.wakayama-lib.go.jp/KS/monjyo/montop.htm

（和歌山県立文書館） 

（きのくに志学館） 

和
歌
山
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立
文
書
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書
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